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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は ｢静圧軸受の性能向上に関する研究｣ と題し, 静圧軸受の性能向上を目的として, 静圧軸受に








第 2 葦は静圧軸受の流体潤滑理論とそれに関連する基礎的解析についての研究で, まず静圧軸受パ ッド
の軸受すきま内の流動においては粘性項が支配的であるとし, 流体絞りの特性は絞り前後の差 圧 のα乗





かとし, ついで軸心の微小変位の範囲では, 静圧軸受系の挙動は線形化理論により把握しうるとし, 系の
特性方程式, 伝達関数を求め, これらの結果から周波数域における特性を明らかとしている｡ ついで, 系
＼
の動剛性について考察し, 静剛性との関連性を明らかにしている｡
第 4 茸は前章までの単一パッド静圧軸受に関する基礎理論を多パッド静圧軸受へ拡張したもので, とく
にジャ- ナル形静圧軸受についての設計理論を導き, 多パッド静圧軸受の最適絞り理論を附帯条件付極値
- 719 -













第 3章は静圧軸受の負荷特性に関する研究で, 負荷特性におよぼす軸受すきま, 供給圧力, 絞り比など




第 4葦は静圧軸受の回転特性についての研究で, まず回転精度の測定方法およびその解析方法 を検討
し, 回転軸系のリサージュ図形観察のための電気的回転精度測定装置の構成をのべ, 本測定装置により実
測した静圧軸受のリサージュ図形を示し, 回転特性におよぼす供給圧力, 軸回転数, および流体絞りの影
響を明らかにし, 静圧軸受により軸心振れ廻り量 lLL 以下の高精度軸受の構成が可能であることを立証し
ている｡
第 3編は静圧軸受の制御理論に関する研究である｡
第 1章においては, 固定流体絞り機構を有する静圧軸受に比べ, 積極的に軸受ポケット圧力の制御をし
て, 無偏心調整を達成する静圧制御軸受の作動原理, 作動機構, および作動方式について考察し, 静圧制
御軸受の基礎概念を明らかにしている｡





第 3章は自動調整静圧軸受の制御理論に関する研究で, 前章の基礎理論を, 軸受ポケット圧力を自動可
変絞り機構の動作信号とする自動調整静圧軸受に適用し, 具体的設計指針と最適調整条件を明らかにして


























第 4章は前章の理論解析をもとにして試作した電気- 油圧式自動制御静圧軸受についての実 験 的 研 究
で, 作動特性の実際を明らかにしている｡ 実験結果より試作した自動制御静圧軸受が無偏心調整機能を有
し, 一定の限界荷重内においては, 負荷に対して軸変位を常に0 とする無限大剛性を有することが明らか
となった｡ なお, 系の動的負荷特性についても実験的検討を加え, 系の過渡特性を軸受パラメータの設定
条件により, 4種類の代表的パタ- ンに分類し得ることを明らかにしている.




をもち, 適切に設計された場合, 極めて高い回転精度および剛性が期待できるものである｡ さらに, その
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絞り機構を自動可変的なものにすると, 剛性を著しく高め, 軸の偏心を極微または皆無ならしめることが
できる｡ 本研究はこのような特長をもつ静圧軸受につき, その性能向上を目的として, 静圧軸受の基礎特
性および自動可変絞り機構の適用に関し, 理論的ならびに実験的検討を行なったものである｡
本論文では, まず, 任意の絞りおよび任意の回転曲面形を有する固定絞り静圧軸受潤滑理論を導き, 体
系的な静圧軸受の剛性理論を究明し, 多パッドジャーナル形静圧軸受について, 設計理論の一般化に成功











に究明し, 静圧制御軸受の設計に有力な指針を与えたことは注目に価する研究業績である｡ 以上 につ い
で, 静圧制御軸受理論を実際に適用し, 単一スプールによる自動可変絞り機構を有する自動調整静圧軸受
およびフィー ドバック方式の自動制御静圧軸受について, 構成と設計の具体化を検討し, 伝達特性, 静剛
性および動剛性を理論的に考察したのち, 実際に試作した自動調整および自動制御静圧軸受につき, 各種
の作動特性を実験的に究明して, 実験結果が理論的考察とよく一致することより, 最適設計理論の妥当性
を確認したことは, 軸偏心極小, 剛性極大の軸受の実現に寄与したものとして, その研究成果は高く評価
できるO
以上要するに, 本研究は, 静圧軸受につき広汎かつ精深な系統的解析を行ない, 静圧軸受の基礎的特性
を詳細に究明し, 静圧軸受の性能向上対策および最適設計方式を確立し, さらに自動可変絞り機構を適用
した静圧制御軸受につき多くの新知見を加えたもので, 学術上工業上寄与するところが多い｡ よって本論
文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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